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（１）気になる生徒とは・・・                           

   「気になる生徒」とは、学校教職員では、原因が分からないが、以下のような状況が

見られる生徒。 

 ・学校を休んでいる（休み傾向にある）生徒 

 ・日常の学校生活で困っている様子がうかがえる生徒 

 ・友人関係等で困っている様子がうかがえる生徒 

 ・学業等の不振に陥っている生徒 

・その他、教職員が学校生活全般において気になる言動等がある生徒   等 

 

（２）「気になる生徒への支援」に関わる基本的な考え方                             

 

 

 

 

 

① きめの細かい状況把握 

・校内委員会※１を中心とした生徒の情報収集 

・スクールソーシャルワーカー（大泉西中学校担当）等との情報交換 

・多様な方法による生徒のみとり 

・保護者面談等を中心とした、生徒の状況把握と本人及び保護者の願い等の共有 

② 学校生活に適応するための自立支援 

・保護者と協働した「支援計画等」の作成と活用 

・だれにも優しい、ユニバーサルデザインを取り入れた環境整備 

・「ほっとルーム（校内適応指導教室）」を活用した自立支援 

③ 関係機関との連携強化 

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等による面談 

・教育機関（巡回指導、教育相談室、適応指導教室等）との連携 

・他の専門機関（医療、福祉）との連携 

 

 

 

 

 

 
※１ 校内委員会とは、本校に定義による「気になる生徒」について、当該生徒の状況把握を行い、その生徒への個別的具体的な支援策 

を講じる委員会のこと。また、合わせて、全教職員の登校支援や特別支援教育に関わる資質・能力の向上目指すための研修計画等を 

立て、実施する。 

1 「気になる生徒への支援」に関わる基本的な考え方 

① きめの細かい状況把握 

② 学校生活に適応するための自立支援 

③ 関係機関との連携強化 

注釈 
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＜参考＞練馬区教育委員会 不登校対策方針（平成31年４月）   

 

                             

 

① 未然防止 ～新たな不登校児童生徒を生まないために～ 

・新たな不登校を発生させないために、人間関係形成力向上授業プログラムを実践する。 

・不登校児童生徒に関わる支援者の資質・能力の向上に向けた研修を実施する。 

・児童生徒の不安や悩みを早期に発見する仕組みや校内での情報共有を図るために校内委 

員会をより一層機能させる。 

 ・生活リズムを崩して不登校にならないよう、「早寝、早起き、朝ごはん」など望ましい基 

本的な生活習慣の定着を図る。 

 ・学業不振で不登校ならないよう、「地域未来塾」を活用した基礎学力の定着の取組を推進 

する。 

② 初期対応 ～登校渋り、遅刻や早退をしがちな児童生徒を不登校にさせないために～ 

・教育相談と初期対応を充実するために児童生徒との関わり合いをもつ支援者を充実させる。 

・スクールソーシャルワーカーの学校担当制を活用し早期の段階から校内支援を図る。 

・学校と教育員会との報告・確認・支援のシステム構築のために「児童生徒支援シート」を 

活用する。 

③ 再登校支援 ～学校復帰につなげるために～ 

・適応指導教室を拡充する。 

・ＩCＴ等を活用した自主学習の取組を推進する。 

・フリースクール等と学校、教育委員会の連携を図る。 

④ 社会につながる支援 ～全欠席の児童生徒や家庭と連携できないケースのために～ 

・「児童生徒支援シート」を活用し、関係支援会議の中で現状を確認し、支援方針を立て、支 

援を行う。 

・スクールソーシャルワークを派遣依頼型に加え、学校訪問型を実施し、学齢期間の継続し 

た本人および家庭支援を実施する。 

理念   〇 一人ひとりの状態に寄り添う 

〇 一人ひとりの自立を助ける 

〇 一人ひとりを人や社会につなげる 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://trueseeds.jp/blog/wp-content/uploads/gakkoL.gif&imgrefurl=http://trueseeds.jp/blog/tag/%E4%B8%8D%E7%99%BB%E6%A0%A1&docid=AqVuYiwQ-Xm4rM&tbnid=kEwbb3q7lVJlyM:&vet=12ahUKEwiitsKW0rLhAhUUyosBHVdMBoY4yAEQMygiMCJ6BAgBECM..i&w=500&h=500&itg=1&bih=676&biw=1366&q=%E4%B8%8D%E7%99%BB%E6%A0%A1%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=2ahUKEwiitsKW0rLhAhUUyosBHVdMBoY4yAEQMygiMCJ6BAgBECM&iact=mrc&uact=8
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（１）きめの細かい状況把握                                 

①校内委員会を中心とした生徒の情報収集 

 目 的：「気になる生徒一覧」※２を作成し、リストアップされた生徒に対する支援 

レベル※３に応じた、個々への支援策を講じる 

  回 数：毎週１回 

  参加者：管理職、スクールカウンセラー、特別支援教育コーディネーター４名 

      他（必要に応じて、巡回指導員、特別支援教室専門員、学校生活支援員、 

心ふれあい相談員等） 

  ②スクールソーシャルワーカー（大泉西中学校担当）等との情報交換 

   回 数：毎月１回程度（個別の支援会議は除く） 

   参加者：管理職及びスクールソーシャルワーカー 

   内 容：個別の支援に関わる進捗等 

  ③多様な方法による生徒のみとり 

   ・担任等によるみとり 

    登校状況、友人関係、日常における会話・行動・学習状況等 

・生徒の学習と行動の理解シート（アセスメントシート）※４ 

 聞く、話す、読む、書く、計算・推論、粗大運動、微細運動、注意、他動・衝動 

 感情の抑制、社会性 

・スクールカウンセラー等の専門家による面談や行動観察 

   ・心理検査等による状況の把握（本人及び保護者の意思による） 

  ④保護者面談等を中心とした、生徒の状況把握と本人及び保護者の願い等の共有  

    ・担任や学年教員、管理職との面談による家庭での状況把握 
 

 
 

 

※２ 気になる生徒一覧 

 

 

 

 

 

 
※３ 大泉西中学校における「気になる生徒」への支援レベル 

レベル１ 
巡回指導教員や臨床発達心理士等の助言に基づく、教科、学年、学級担任の指導法

の工夫等により、生徒が抱えている困難さへの対応が可能と思われる程度（ユニバ

ーサルデザイン化や個別支援の強化等） 

レベル２ 
校内・外の人的資源等を活用することにより、生徒が抱えている困難さへの対応が

可能と思われる程度（「ほっとルームの活用」を含む） 

レベル３ 
特別支援教室での特別な指導や適応指導教室等（トライ等）などの外部教育機関と

の連携が必要と思われる程度 

２ 取り組みの具体 

注釈 

国 数 英 順位 聞く 話す 読む 計推 粗運 微運 注意 多動 感抑 社性

例 3 F 17 中山　兼一 不登校 3
38日中
28日欠
6月現在

保護者は非常に学校
への理解があり、不登
校改善に前向きである

不登校によりトライに入室するも続かず、
現在は、家にこもりがち。２年生時は、友
だちとのトラブルも多く、興奮すると暴力行
為が出てしまった。学力については、小学
校程度のところで止まっている。

なし ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ なし
トライ
教育相談室

1

支援レベル
スクールカウンセラー等

専門家の意見
外部機関等 備考担任等のみとりによる現在の状況出欠 家庭の状況 発達検査等

学習・行動理解シート（5点中）学業（順位）不登校

特別支援番 年 組 番 氏名
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※４ 生徒の学習と行動の理解シート（アセスメントシート） 
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（２）学校生活に適応するための自立支援                                 

 ①保護者と協働した「支援計画等」の作成・活用 

気になる生徒一覧に基づいて、保護者と協働しながら、学校生活支援シート※５、 

連携型個別指導計画※６（特別支援教室での指導等を受けていない生徒については、 

在籍学級での記載事項のみ記載）を作成し、学期ごとを目安に見直しを図る。また、 

補足情報については、別途補助簿等を活用するなどして、個別に管理を行う。 
 

※５ 学校生活支援シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           本人や保護者の願い等の他、支援機関や支援会議の記録を記載 

※６ 連携型個別指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生活支援シートを踏まえ、個に応じた具体的な支援内容を記載したもの 

        合わせて、巡回指導（通級指導を含む）と在籍学級での指導の目標と手立てを記載 

注釈 
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１         

２         

３         ４         
５         

６         

７         

９         ８         

②だれにも優しい、ユニバーサルデザインを取り入れた環境整備※７ 

    

※７ 全校共通した教室環境を整備（次ページ以降と合わせて参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈 
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１ 教室正面には、何も貼らず、周りは

すっきりさせて、黒板に集中にしやす

いようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業中、気が散らないような配慮 

 

2 連絡事項等は、ミニホワイトボード 

に貼り、連絡が終わったら、生徒の視 

界から外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝の学活が終了したら他の場所に移動 

 

３ テニスボールで机・椅子の脚を覆い、 

消音する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定の生徒にとっては、机椅子の移動の音は 

頭を刺すような痛みを与える。 

 

５ 両サイドの机はやや真ん中に向け、 

生徒が黒板を見やすいような配置をす 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒板に向けて集中し易い配慮 

 

４ 机を整理しやすいように定位置にマ 

ークをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

班活動が終了したら元の場所に移動 

６ 授業中の前のドアはカーテンで目隠 

しをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業中に気が散らないような配慮。 

ただし、後ろのドアはカーテンを開けておく 
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７ 今日と明日の連絡は、移動できるようにホワイトボードにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトボードで持ち物等の徹底       何度も使用する記入事項はマグネットで      

８ 掃除ロッカー等については整理・整頓を心掛け、片付け方は誰でも分かりやすいよ 

うに明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

片付け方の見本を提示           目につきやすいところに貼り付け 

 

９ カバンを後ろに置き、グループ活動

や机間指導を行いやすいようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カバンは後ろの棚に整理。グループ活動や机間 

指導がし易い環境を整える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

重要な時には正面に 
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③ 「ほっと※８ルーム（校内適応指導教室）」を活用した自立支援 

  ＜ほっとルームの設置目的＞ 

ほっとルームは、自学自習を基本として、不登校傾向等の生徒のために活用する部 

屋である。この部屋では、日直教員の巡回の他、学年教員や担任が中心となって支 

援を行い、生徒の困り具合を理解していく。これらによって、一人一人の生徒の悩 

みや不安などの原因を把握し、教室復帰や他機関につなげる事を目的とする。 

  ＜利用の範囲＞ 

   各家庭からの申請※９に基づき、以下の理由等について校長が認めた生徒 

・特別な支援が必要な生徒に対する個別の支援 

・不登校傾向等の生徒への支援         

・生徒のカームダウン（でん） 等 

    ・その他 管理職が認めた生徒 

＜教職員の連携＞ 

 担任や学年教員を中心に、特別支援教育コーディネーターと教育相談担当者（スク 

ールカウンセラーや心のふれあい相談、スクールソーシャルワーカー）を含む全職 

員が、利用する生徒についての共通理解を図るために、様々な機会を捉えて情報交 

換を行う。 

＜報告体制＞ 

ほっとルームの利用後は、日誌等を通して状況を報告し、各担当者の指導が組織的 

に行われるようにする。また、日直が必ず午前中に数回校内巡回を行い、確認する。 

  ＜利用の流れ＞ 

    担任に相談 ⇒ 管理職との面談 ⇒ほっとルームの見学もしくは体験  

⇒ 申請書の提出 ⇒校内委員会にて検討 ⇒ 管理職との面談 

⇒ ほっとルームでの支援開始 ⇒ 管理職等による定期面談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※８ 「ほっと」とは、この部屋に来ると生徒が、安心して「ほっと」できることを意味しています。 

※９ ほっとルーム活用申請書記載事項 
活用希望生徒氏名、保護者名、申請の理由（本人が考えていること、保護者が考えていること）、活用希望の時 

間帯、指導開始希望日等 

注釈 
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あくまでも自学自習が基本であるため、

個別のスペースを設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

自己にあったペースで自学自習 

希望に応じてタブレット学習やドリルの配布 

  

ほっとルームは１と２があり、利用する

部屋については総合的に判断し、決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほっとルーム１はやや開放的で、ほっとルーム２ 

 は、やや狭い環境でより落ち着ける環境を設定 

 

基本的に一日中カーテンが閉められてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担任、学年教員、日直の先生等が出入りしますが、 

利用者以外の生徒の入室は認められていません。 

 

休み時間にほっと出来る空間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休み時間は教室から出て、他生徒とも会えますが、 

基本的には、この部屋で一日過ごします。 

＜参考＞ 

１ ほっとルームの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ほっとルームの約束 

＜基本的事項＞ 

・開室時間は午前中を原則とする。（給食については、保護者と相談） 

・登校時は、必ず、職員室に来室し、学年、クラス、氏名を伝え、日誌を受け取る。 

・利用日は、必ず「日誌」を記入する。 

・下校時に、次の利用予定日と登校予定時間を確認し、日誌を提出する。 

・授業時間に合わせて行動する。 

注意：授業中（50分間）は学習時間とし、同室の生徒とのおしゃべり等はしない。 

     スクールカウンセラーや担任との面談は、授業時間中に行うことがある。（相 

談室等を利用） 
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・休み時間（１０分間）は、談話スペースでおしゃべりをしたり、ほっとルーム以外の

場所で、ほっとルーム利用者以外の友達と会ったりすることも可能とする。 

※トイレの利用や給食の片付け等は、授業時間中に行ってよい。 

・他の利用者等への配慮から、利用生徒以外をほっとルームに入室させない。また、プ 

リント等を持って行くなどの連絡についても同様とする。 

＜学校行事の日について＞ 

 ・運動会や合唱コンクール、入学式、卒業式等の儀式的行事など、全校での取組を行う 

行事の日については、ほっとルームは開室しない。 

  ・校外学習等の学年行事で、在籍学年が校外に出るときは、原則ほっとルームの利用は 

できない。ただし、宿泊行事については、他の生徒と同様に出席に関わる配慮をでき 

る限り行う。 

＜定期考査について＞ 

・定期考査の日は、「①教室で受験 ②別室で受験 ③欠席」のいずれかとし、ほっと 

ルームは開室しない。 

 ＜その他＞ 

  ・あくまでも、教室登校への復帰や、他機関への接続等を目的に利用を認めているため、 

定期的に管理職等との面談を行う。 

  ・遅刻、早退等の扱いについては、本人の状況を踏まえ、保護者等と相談の上対応する。 

  

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://rr.img.naver.jp/mig?src%3Dhttp://www.ocec.jp/center/images/content/5412/20081128-095226.gif%26twidth%3D300%26theight%3D300%26qlt%3D80%26res_format%3Djpg%26op%3Dr&imgrefurl=https://matome.naver.jp/odai/2139685895940994001&docid=9HuBVcAWHDSoDM&tbnid=pCsirL9Cms6iCM:&vet=10ahUKEwi4uP760rLhAhV3yYsBHUAZDAcQMwh7KDAwMA..i&w=197&h=201&bih=676&biw=1366&q=%E4%B8%AD%E5%AD%A6%E7%94%9F%E3%80%80%E8%87%AA%E5%AD%A6%E8%87%AA%E7%BF%92%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwi4uP760rLhAhV3yYsBHUAZDAcQMwh7KDAwMA&iact=mrc&uact=8
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（３）関係機関との連携強化                                 

①スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等による面談 

  「気になる生徒」については、可能な限り関係機関等との連携を行い、支援の充実を 

図っていく。そのためにも、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと 

の連携を充実させる。 

②教育機関（巡回指導、教育相談室、適応指導教室等）との連携 

 学校以外における教育機関についての情報提供を保護者に適切に行うとともに、各生 

徒にあった支援を共有していく。 

・特別支援教室を含む巡回拠点校（八坂中学校みどり緑学級） 

・教育相談室 

・適応指導教室「トライ」※10 

③他の専門機関（医療・福祉等）との連携 
 

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの他、教育相談室等から助言 

を受け、教育機関だけではく、他の専門機関との連携を充実させ、総合的な支援を 

行えるよう学校が働きかける。 

 

※10 トライ入室のしおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注釈 
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【適応指導教室でのインテークに諮る準備】 

○保護者による申請 

○校内での書類作成 

○ほっとルームを活用し、校内

外の人的資源等を導入した指

導（レベル2） 

 

 

（１）登校支援の視点からの支援                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 気になる生徒への支援の流れ 

【適応指導教室への通室判定】 

【気になる生徒一覧への記載】 

生徒が欠席を始めたもしくは欠席継続している状況 

〇担任等のみとり（生徒の学習と行動の理解シート等を活用） 

〇スクールカウンセラー等の専門家による面談や行動観察 

【校内委員会における支援策の検討】 

〇支援レベルの検討、支援策の検討 

【保護者との面談】 

○校内委員会における支援策の共有、調整（支援レベル１、２） 

Yes 

【保護者との面談】 

〇適応指導教室等での特別な指導が必要（レベル３） 

Yes 

 

No 

【経過観察（継続相談）】 

○レベル１・２の生徒として校内で

の指導・支援の工夫と経過観察 

○レベル３として再度検討 

 

【結果通知】 

○区教育委員会からの結果報告 

○区教育委員会から保護者への結果報告 

 

○適応指導教室における指導の開始 

〇気になる生徒一覧へ詳細を記載 

校内における個別の指

導体制を構築 

○学級担任の指導方法

の工夫による対応が

適当（レベル１） 

校内における指導

を継続しながら 

Yes 

対象 

本人・保護者の意向 
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○ほっとルームを活用し、校内

外の人的資源等を導入した指

導（レベル2） 

（２）特別支援教育の視点からの支援                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特別支援教室等就学支援委員会の判定】 

【気になる生徒一覧の作成】 

〇担任等のみとり（生徒の学習と行動の理解シート等を活用） 

〇スクールカウンセラー等の専門家による面談や行動観察 

〇心理検査等による状況判断     等 

【校内委員会における支援策の検討】 

〇支援レベルの検討、支援策の検討 

【保護者との面談】 

○校内委員会における支援策の共有、調整（支援レベル１、２） 

Yes 

【保護者との面談】 

○特別支援教室等での特別な指導が必要（レベル３） 

Yes 

【特別支援教室等就学支援委員会に諮る準備】 

○保護者による申請 

○校内での書類作成 

 

No 

【経過観察（継続相談）】 

○レベル３として次回以降の就学支

援委員会での再提出 

○レベル１・２の生徒として校内で

の指導・支援の工夫と経過観察 

【結果通知】 

○区教育委員会からの結果報告 

○区教育委員会から保護者への結果報告 

 

○特別支援教室による巡回指導の開始（学校生活支援シート及び連携型個別指導計画、教育課程の

作成） 

〇気になる生徒一覧へ詳細を記載 

校内における個別の指

導体制が必要である 

○学級担任の指導方法

の工夫による対応が

適当（レベル１） 

校内における指導

を継続しながら 

Yes 

対象 

本人・保護者の意向 
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